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令和4年度文化庁委託
ビジネス日本語研究会の知財を活用した

就労者に対する初任日本語教師のための研修普及事業
(武蔵野大学主催）

就労者に対する日本語（SJ)教師に必要なもの

１．SJ＝日本語の言語知識(語彙・音声・文字・文法・・・）だけでなく・・・

①(日本語による）ビジネスコミュニケーション能力

②異文化調整能力 ③問題発見解決能力

→業務遂行能力

２．ステークホルダー(学習者、就職支援者、企業関係者など）をつなぐ
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一般研修

育成研修
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研修の目的、ねらい：
ステークホルダーをつなぐプラットフォーマーの育成

▪ 研修の特徴

①この分野の専門家による理論と実践をアクティブラーニングで学ぶ

(事前・事後課題）

②ライブオンラインでどこからでも受講(対面実習1回あり）

BORを頻繁に取り入れる、懇親会開催、ICT力もアップ

③現職日本語教員である受講生の協働によるPDCAを3回繰り返す実習体験

相互コメント、自律学習力

④修了生の会による学びの継続(BJ研究会とのコラボ）

修了生講師・スタッフによる研修の実施

研修の課題とSJ指導者Can-doの活用

研修の課題

▪アクティブラーニング実践力・ステークホルダーとの接点

SJ指導者Can-doの活用

▪研修前課題の一つとして紹介：自己評価、研修後課題の一つとして再度自己評価

⇒差異の確認(研修評価とは別）

▪研修内でも引用・全部クリアしなくてよい

▪文化庁「日本語教育人材の養成・研修の在り方について」(報告）との重なり：
初任⇒中堅
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